
 

たばこ事業法（抄） 

（昭和五十九年八月十日法律第六十八号） 

 

（小売定価の認可）  

第三十三条 会社又は特定販売業者は、その者の現に販売をしていない品目の製造たばこ

（その者が自ら製造し、又は輸入するものに限る。以下この条において同じ。）の販売を

しようとする場合においては、当分の間、政令で定めるところにより、その品目ごとに

一の小売定価を定めて、当該製造たばこを製造場から移出し、又は輸入する時までに、

財務大臣の認可を受けなければならない。  

２～３ （略） 

 

第三十四条  財務大臣は、前条第一項又は第二項の小売定価の認可の申請があつた場合に

は、次の各号の一に該当するときを除き、同条第一項又は第二項の認可をしなければな

らない。  

一 当該申請に係る小売定価による販売が消費者の利益を不当に害することとなると認 

めるとき。  

二 当該申請に係る小売定価が、会社にあつては第九条第一項（同条第六項において準

用する場合を含む。）に規定する最高販売価格、特定販売業者にあつてはその輸入価格

（関税定率法 （明治四十三年法律第五十四号）第四条 から第四条の八 までの規定に

より計算される価格をいう。）に照らして不当に低いと認めるとき。  

２ （略） 

 

（注意表示）  

第三十九条 会社又は特定販売業者は、製造たばこで財務省令で定めるものを販売の用に

供するために製造し、又は輸入した場合には、当該製造たばこを販売する時までに、当

該製造たばこに、消費者に対し製造たばこの消費と健康との関係に関して注意を促すた

めの財務省令で定める文言を、財務省令で定めるところにより、表示しなければならな

い。ただし、輸入した製造たばこを博覧会において展示し即売する場合その他財務省令

で定める場合は、この限りでない。  

２ 卸売販売業者又は小売販売業者は、前項本文の規定により製造たばこに表示されてい

る文言を消去し、又は変更して、製造たばこを販売してはならない。 
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